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た。円中文助は、1873 年から 1874 年にかけてイタリアに滞在していた時に、同国の撚糸業
者が日本の提糸を撚糸に加工して転売し利益をあげていたことを見聞している9。さらに、






話を親しく聴聞したと記している。その当時、イタリア産上糸の価格が 1 ポンド当たり 24
シリングないし 25 シリングであったのに対して、日本の提糸の価格はようやく 17 シリング
ないし 18 シリングに過ぎなかった。ところが、生糸とオルガンジン（橋本は経糸と記して
いる）の間には 7 シリングの価格差があり、生糸とトラム（橋本は緯糸と記している）の間
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淡色に染めるタフタは、1890 年代から 1900 年代まで白繭糸の比率が高かった日本産生糸の
テリトリーになっていた。アメリカで 1920 年になっても「日本産生糸は、どんな目的にも
適うが、タフタに最も適している」（Japans are best for taffeta although they are good for 
any purpose）といわれた28。 
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燥しており繭 1 粒の目方は軽いから、100 匁の火蒸繭を一度に 1 釜に投じたのでは繭の数が




は湯を取り換えないからだと指摘し、湯を 2 回取り換えるところを 3 回取り換えれば生糸は
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純白になり光沢も一段とよくなることを知っておくべきだとも主張している32。しかも、湯
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34「繰製中は時々少しつゝの清湯を加ふへし但猥りに清湯とするときは膠質を失ふ故清濁の注意は緊要とす」（島根県
農商課［1889 年］24 頁）。 
























スの生糸では練減が 2 割 3 分ないし 2 割 4 分と多いのに対して繰り湯を頻繁に交換する日本













                                                        
37 この慣行の目的は生糸の増量にあったが、そのためには繰り湯の交換を差し控える必要があったので、結果的に
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フランスの絹業者の説によれば、フランス産生糸を精練すると重量が 2 割 5 分、強力は 1 割





























生産品目の観点から、第 2 次世界大戦前のアメリカ絹工業の発展段階を次の 4 つに区分す
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その税率は、1861 年から 1864 年までは従価 30 ないし 40％、1864 年から 1883 年までは
60％、1883 年から 1894 年までは 50％、1894 年から 1897 年までは 45％と高い水準で推移
した。第二に、南北戦争の時期に関税の税率が 60％に引き上げられると同時にスイスとフラ
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一貫して一定の経糸需要を確保していた。 
 
表１ アメリカで生産された先練絹織物と後練絹織物の比率 （単位：％） 
センサス実施年 先練絹織物 後染絹織物
1899 年 81.9 18.1
1904 年 70.4 29.6
1909 年 67.8 32.2
1914 年 50.2 49.8
1919 年 31.6 68.4
（出所）United States Tariff Commission[1926]p.130. 
 
⑷アメリカにおける後練絹織物生産の始まりと日本産生糸 
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交織物であった。それは力織機によって織られ、その幅は 46 センチないし 48 センチであっ
た。経糸として使用された生糸は一般にフランス産生糸とイタリア産生糸で、その価格は 1
キログラム当たり 52 フランから 60 フランであった。同種の後染サテンの中でも幾つかのジ




                                                        
48 “LES FABRICATION DES SATINS TEINTS EN PIÈCE A LYON ET LEUR PRIX DE REVIENT,”Bulletin des 
Soies et des Soieries, N°738, 6 Juin 1891, pp.2―4. 




ンスマンが調査した後染サテンの緯糸として使用されたのは 30 番手ないし 45 番手の綿糸で、




白ないしクリーム色に染める場合 1 キログラム当たり 1 フラン 50 サンチーム 
フーリュール(Fourrures/幅 92 センチ)を黒ないし茶に染める場合 2 フラン 50 サンチーム 
黒その他の色に染める場合 2 フラン 75 サンチーム 























                                                        
49 United States Tariff Commission[1926]pp.28─29. 









の 4 つの類型があったことになる。このうち①と②はアメリカでは 1880 年代から生産され







メサリーンは 5 枚綜絖のサテンで、経糸には 2 子糸のオルガンジンを、緯糸には 2 子糸ない
し 3 子糸のトラムを配した。通常は経糸と緯糸の双方を錫で増量したが、低級品、とりわけ
黒染めの低級品では常に大いに増量した。梭投げは低級品では 1 インチ当たり 90 回を下回
ったが、高級品では 1 インチ当たり 120 回を超えた。 
ⓑポ・ド・シーニュ（peau de cygne） 
高度の仕上げを施す点でメサリーンと異なる。しかし、真のポ・ド・シーニュは 2 飛であ
る点と 8 枚綜絖で織る点でメサリーンと異なる。 
ⓒサテン・デュシエス（satin duchess） 
豪華で、光沢のある 8 枚綜絖（時に 12 枚または 16 枚綜絖）のサテン。 
ⓓサテン・メルヴェイユ（satin merveilleux） 








                                                        
50 United States Tariff Commission[1926]pp.118─119. 








が 1 インチ当たり 110 回から 130 回と多い点で羽二重やラジアムとは違っていた。その用途
は下着、ネグリジェ、ナイト・ガーメント（night garments）、女性用ブラウスに向けられた。 
ⓑリバティー・サテン（liberty satin） 
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うな綿裏地サテンの生産は減少したという（United States Tariff Commission[1926]p.119.）。 
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財政年度 輸入量（ポンド） 財政年度 輸入量（ポンド） 財政年度 輸入量（ポンド） 
1899 年 1,886,743 1903 年 912,484 1907 年 246,720 
1900 年 1,283,312 1904 年 484,472 1908 年 204,057 
1901 年 881,802 1905 年 355,394 1909 年 281,155 
1902 年 1,093,153 1906 年 351,632   
（出所）United States Tariff Commission[1926]p.402. 
 










































30 Journal of the Faculty of Economics, KGU, Vol.23, No.2, March 2014 
  
生糸市場における住み分けについて（1860─1917 年） 31 
  












通常、12 中（11/13）、14 中（13/15）、16 中（14/18）の 3 つの繊度を標準として販売される。広
東産生糸のような粗い生糸にしては注目すべきことだが、広東の製糸場の中には 11 中（10/12）を























を占め、その地位は 1930 年代に至るまで不動であった。 
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